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漢
文
　
論
語

『
論
語
』
の
三
回
目
。「
政
治
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
今
回
の
学
習

で
は
、
ま
ず
初
め
に
『
論
語
』
の
「
政
治
」
に
関
す
る
三
つ
の
文
章

を
読
み
味
わ
う
。
そ
の
後
、「
政
治
に
関
す
る
孔
子
の
考
え
方
」
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
更
に
「
為
政
者
の
心
構
え
」
と
し
て
、
孔

子
が
重
視
し
て
い
た
の
は
何
か
を
考
え
て
い
く
。

第 71回

学
習 

の

 

ポ
イ
ン
ト 

�
　「
政
治
」
に
つ
い
て
述
べ
た

　
　
　
　
　
三
つ
の
文
章
を
読
み
味
わ
い
ま
し
ょ
う

（
１
）
子
曰
、「
道
之
以
政
、
斉
之
以
刑
、
…
…
」　

■
政
治
に
は
、「
法
律
・
刑
罰
」
よ
り
も
「
道
徳
・
礼
」
が
必
要
で
す
。

�
ポ
イ
ン
ト
　「
人
間
の
悪
い
心
」
そ
れ
自
体
を
な
く
す
べ
き
。

　
・
「
徳
」
…
道
徳
。

　
・
「
礼
」
…
礼
儀
。

（
２
）
葉
公
語
孔
子
曰
、「
吾
党
有
直
躬
者
。
…
…
」　

■
「
事
実
」
よ
り
も
「
自
分
の
心
」
に
正
直
で
あ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

�
ポ
イ
ン
ト
　
真
の
正
直
と
は
、
人
情
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
。

　
・
葉
公
の
村
の
正
直
者
…
た
と
え
父
親
で
も
罪
を
犯
し
た
ら
訴
え
る
。

　
・
孔
子
の
村
の
正
直
者
…
父
親
の
犯
し
た
罪
を
隠
す
。

（
３
）
子
路
問
君
子
。
子
日
、「
修
己
以
敬
。」
…
…
　

■
弟
子
の
子
路
が
、
孔
子
に
「
君
子
」
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
　
孔
子
は
「
自
己
を
磨
く
こ
と
の
大
切
さ
」
を
教
え
た
。

　
・
「
己
を
修
め
て
以
っ
て
敬
す
」
…
…
謙
虚
な
姿
勢
で
精
進
す
る
。

　
・
「
己
を
修
め
て
以
っ
て
人
を
安
ん
ず
」

　
　
　
…
…
謙
虚
な
姿
勢
で
人
の
心
を
安
ら
か
に
す
る
。

　
・
「
百ひ
ゃ
く

姓せ
い

」
…
人
民
の
こ
と
。

　
・
「
病や

め
り
」
…
悩
ん
だ
。
憂
え
た
。

学
習 

の

 

ポ
イ
ン
ト 

�
　「
政
治
に
関
す
る
孔
子
の
考
え
方
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う

①
　
政
治
家
が
人
民
を
ま
と
め
る
と
き
は
、「
徳
（
道
徳
）」
と
「
礼
（
礼

　
　
儀
）」
と
に
よ
る
の
が
良
い
と
、
孔
子
は
言
っ
て
い
ま
す
。

②
　
政
治
家
が
、
そ
の
「
徳
」
と
「
礼
」
と
に
よ
っ
て
人
民
を
治
め
た
な

　
　
ら
ば
、
人
民
の
心
に
は
、
悪
い
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思
う
気
持
ち
が
生

　
　
ま
れ
て
、
自
然
に
正
し
い
道
に
進
ん
で
行
く
よ
う
に
な
る
、
と
孔
子
は

　
　
言
っ
て
い
ま
す
。
　

③
　
孔
子
は
、
国
家
の
治
安
安
定
の
た
め
に
は
、
ま
ず
肉
親
の
愛
情
が
必

　
　
要
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、孔
子
は
、親
へ
の
真
っ

　
　
直
ぐ
な
思
い
、
ひ
た
む
き
な
愛
情
を
と
て
も
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
　
※
孔
子
の
目
指
し
た
政
治
と
は
、
力
で
抑
え
る
の
で
は
な
く
、
人
間

　
　
　
　
の
道
徳
心
に
直
接
働
き
か
け
る
政
治
な
の
で
す
。

［漢文］　論語

学習のねらい

講
師
　
渡 

辺 

恭 

子

論
語
〈
全
三
回
〉　「
政
治
」



− 156− 高校講座・学習メモ

ラジオ
学習メモ

国語総合
第 71回

学
習 

の

 

ポ
イ
ン
ト 

�
　「
孔
子
が
重
視
し
て
い
た
為
政
者
の
心
構
え
」

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

孔
子
の
理
想
と
す
る
政
治
を
行
う
に
は
、
ど
ん
な
政
治
家
が
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
。

→
「
学
問
的
に
も
、
人
物
的
に
も
優
れ
た
、
魅
力
あ
る
人
間
性
を
持
ち
、

人
民
全
体
の
幸
福
を
も
考
え
ら
れ
る
人
」
が
必
要
で
し
た
。

　
※
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
「
君
子
」
の
も
と
で
愛
に
あ
ふ
れ
た
理
想
的

　
　
な
社
会
が
で
き
る
こ
と
を
、
孔
子
は
強
く
望
ん
で
い
た
の
で
す
。

�
「
君
子
」
…
　
①
徳
を
備
え
た
立
派
な
人
。
②
そ
れ
を
目
指
し
て
努
力
し

　
て
い
る
人
。
③
努
力
の
結
果
、
政
治
を
担
当
す
る
立
場
に
立
つ
人
（
為
政

　
者
・
支
配
者
）
。

［漢文］　論語
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口
語
訳

子	

曰
、「
道	
之	

以	

政
、
斉	

之	

以	

刑
、
民	

免	

而	

無	

恥
。
道	

之	
以	
徳
、
斉	

之	

以	

礼
、
有	

恥	

且	

格
。」		

	

【
為
政
】

子	

路	

問	

君	

子
。
子	

曰
、「
修	

己	

以	

敬
。」

	
曰
、「
如	

斯	

而	

已	

乎
。」曰
、「
修	

己	

以	

安	

人
。」曰
、「
如		

斯	
而	
已	

乎
。」	曰
、
修	

己	

以	

安	

百	

姓
。
修	

己	

以	

安	

百	
姓
、

尭
・	

舜	

其	

猶	

病	

諸
。」　                  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【
憲け
ん

問も
ん

】

葉	

公	

語	

孔	

子	

曰
、「
吾	
党	

有	

直	

躬	

者
。
其	

父	

攘	

羊
、
而	

子	

証	

之
。」

	

孔	
子	
曰
、「
吾	

党	

之	

直	

者
、

異	

於	

是
、
父	

為	

子	

隠
、
子	
為	
父	

隠	

直	

在	

其	

中	

矣
。」	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
子し

路ろ

】

　
論
語
「
政
治
」　

先
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
、「
法
制
や
禁
令
に
よ
っ
て
人
民
を
指
導
し
、

（
従
わ
な
い
と
き
は
、）
刑
罰
に
よ
っ
て
人
民
を
支
配
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
人
民

は
（
刑
罰
を
）
の
が
れ
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
、（
肝
心
の
悪
い
行
い
に
つ
い
て
）

恥
ず
か
し
く
思
う
こ
と
が
な
い
。（
そ
れ
に
対
し
て
、）
道
徳
に
よ
っ
て
人
民
を

指
導
し
、
礼
儀
に
よ
っ
て
人
民
を
ま
と
め
よ
う
と
す
れ
ば
、（
人
民
は
悪
い
こ

と
を
す
る
の
を
）恥
ず
か
し
く
思
っ
て
、自
然
に
善
に
至
る（
も
の
で
あ
る
）。」と
。

葉
公
が
孔
子
に
告
げ
て
言
う
こ
と
に
、「
私
の
村
里
に
は
、
正
直
者
の
躬
さ
ん

と
い
う
者
が
い
る
。
自
分
の
父
親
が
、
紛
れ
込
ん
で
き
た
羊
を
盗
ん
だ
の
を
見
て
、

子
供
で
あ
る
彼
は
、父
親
の
罪
を
証
言
し
ま
し
た
。」
と
。（
す
る
と
）
孔
子
は
言
っ

た
、「
私
の
村
里
の
正
直
者
と
い
う
の
は
、
あ
な
た
の
話
の
人
と
は
違
い
、
父
親

は
自
分
の
子
の
た
め
に
（
そ
の
罪
を
）
隠
し
、子
は
父
親
の
た
め
に
（
そ
の
罪
を
）

隠
す
。
正
直
と
言
う
こ
と
は
、（
自
然
と
）
そ
う
し
た
中
に
備
わ
っ
て
く
る
も
の

で
あ
る
。」
と
。

子
路
が
君
子
に
つ
い
て（
孔
先
生
に
）尋
ね
た
。
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、「
自

己
修
養
を
積
ん
で
、自
分
を
慎
み
深
く
す
る
こ
と
だ
」
と
。（
子
路
が
）
言
っ
た
、

「
そ
れ
だ
け
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。」
と
。（
先
生
が
）
お
っ
し
ゃ
っ
た
、「
自

己
の
（
心
の
）
修
養
を
積
ん
で
人
の
心
を
安
ら
か
に
し
て
や
る
こ
と
だ
。」
と
。

子
路
が
言
っ
た
、「
そ
れ
だ
け
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。」
と
。（
先
生
が
）
お
っ

し
ゃ
っ
た
、「
自
己
修
養
を
積
ん
で
人
民
の
心
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
だ
。
自
己

修
養
を
積
ん
で
人
民
の
心
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
は
、
堯
・
舜
（
の
よ
う
な
理
想

的
な
天
子
）
で
さ
え
苦
労
な
さ
っ
た
こ
と
だ
。」
と
。


